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町長議案提案説明 
福井町長 おはようございます。去る３月１１日に発災した東日本大震災から半年余りが

経過いたしました。しかしながら、被災３７市町村のうち、未だ４市町しか復興計画がで

きていないとのことでございます。また、被災地は今も８万人以上が避難生活を続け、が

れきの撤去率は約５割程度、仮設住宅はなお３千戸が未完成ということでございます。ま

た、９月３日には台風１２号によりまして、紀伊半島に未曾有の大雨が降り、和歌山、奈

良、三重県で死者、行方不明者が１００人余りとなる大災害をもたらしています。被災地

の皆様方には大変なご苦労があろうかと思いますが、毎日一歩ずつでも前進し、１日でも

早く復興の日が来ることをお祈りしたいと思います。さて、私が町長に就任し４カ月余り

が経過いたしました。残念ながら、まだ公約の成果がございませんので、今、何をしてい

るかをお知らせしたいと思います。まず、津波避難所の設置でございますが、９月１１日

の徳島新聞にも載っておりましたように歴史を参考にすれば、次回の南海地震は３連動の

可能性が非常に高くなっております。そして、３連動地震となれば、震度６強以上、津波

の高さはおそらく１０ｍを超えるものであろうことが想定されます。従って安全な避難所

の高さでございますが、史実や先の東日本大震災のこれまでの最大津波が約３９ｍ程度と

いうことでございますので、４０ｍ程度にしたいと考えております。そして、この避難所、

避難路を設置する場合は、最も重要なことは、我々の代が一時的な安心を生むために設置

するのではなく、避難所の必要性を子子孫孫伝え残し、子孫の代に発災しても東日本大震

災のような多くの悲惨な死者は絶対に出さないという決意が必要だと考えております。従

って、設置した避難路や避難所を日常的に使用し管理していくようなことが必要だと考え

ております。現在、全国的にウォーキングやマラソンが盛んでありますし、徳島県は糖尿

病死亡率が全国ワースト１となっていることもございまして、避難路は散歩やジョギング

などのように健康管理や身体の活性化のために、また、趣味のために利用していただくの

が一番良いと考えております。また、いつ、どこで地震に遭うかも分かりませんので、ご

自分の地区だけでなく、牟岐町内の行動範囲にある避難所を歩いて欲しいと考えておりま

す。そして最終的には牟岐町を防災と保養の町として将来的にアピールし、モデル地とし

て町内の交流人口の増加を図ることを目標としております。現在、町内の里山をひととお

り見て歩きまして、町民の方がいざという時にどこからでも避難できるように避難所、避

難路を計画したいと考えておりますし、できるだけ現在の避難所から高い所に避難できる

よう計画したいと考えております。その整備の現状を申しますと、八幡山のように避難所、

避難路が概成しているようなところもございますし、現在の避難所から上は全く道がない

というようなところもございます。また、具体の道をチェックする場合は、既存の赤線が
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ある場合は良いのですけれども、無い場合は境界協議が必要ですし、現在は殆ど境界立会

ができておりません。何れに致しましても県の補助もございますので、できるだけ早く避

難訓練が可能な避難所、避難路を設置したいと考えております。次に町の活性化、或いは、

仕事の創造についてでございますが、今、取り組みを始めましたのが、牟岐町に多くある

空き家、空き地を無くすことでございます。空き家、空き地調査をし、土地所有者の方に

交渉し、賃貸、売買のお手伝いをすることにより、都会のＩＴ企業など田舎オフィスとし

てご利用いただくこととか、民宿、店舗などとして利用いただきたいと考えております。

土地についても山林や豊作放棄地の賃貸、売買のお手伝いをして、山林牧場や貸農園、オ

ートキャンプ場など、あらゆる可能性に挑戦される方のお手伝いをいたしたいと考えてお

ります。それともう一つ海部郡では平成１８年から南阿波よくばり体験が活動を開始して

おり、皆様方のご努力により年々売上を伸ばしております。今年度も１３校予約入ってい

たところが１８校が既に入っているようです。しかしながら、せっかく町外から、県外か

ら牟岐町に来ていただいてもお金を落としていただく、使っていただく場所が非常に少な

い。土産物を購入する場合は、日和佐の道の駅までご案内しているようでございますので、

牟岐町に来られた方は、是非牟岐の土産物を買っていただきたい。そういうことで観光物

産所を設置したいと考えております。国道沿いの既設建物をお借りして改修して土産物や

農林水産品の販売、観光案内、工芸品の展示販売などしていただきたいと考えています。

ここを拠点に町民の皆様の生産品、製作品を展示販売していただき、ひいては町の活性化、

仕事の創造に結び付けていただきたいと考えております。最後に住民の皆様との協働につ

いてでございますが、これまで少しペースが遅いのでございますが、町内５か所で懇話会

を開催いたしました。話の内容は、殆ど防災、避難所の設置に関することでございますが、

鳥獣害対策やデマンドバス、小学校の跡地利用なども議題にあがりました。統合による現

在の小学校の跡地利用や保育所の統合に係る跡地利用、或いは、スクールバスの運営など、

町民の皆様の生活に大きく関わる事柄については、協議会、検討会を設置し、今後計画を

とりまとめたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。以上で私の現状、現

況説明を終わりまして、次に提案説明をいたします。本定例町議会に提出する案件は、報

告２件、議案１２件です。議案の内訳は決算認定８件、条例の一部改正１件、補正予算２

件、人事案件１件でございます。報告第５号、専決処分した事項の承認。専決第６号、牟

岐町税条例の一部を改正する条例。地方税法等の一部を改正する法律案の成立を受け税条

例の一部を改正する条例を６月３０日に専決処分いたしました。内容といたしましては、

地方税における租税罰則の改正に伴う町税等に関する過料の改正、寄付金控除の適用下限

額の引き下げが主なものとなっております。報告第６号、平成２２年度決算における健全
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化判断比率及び資金不足比率。平成１９年度決算から健全化判断比率及び資金不足比率に

ついて、報告と公表が義務となっております。牟岐町の２２年度決算の数値については、

実質公債費比率は６．９％、将来負担比率は５３．０％となっており、他の数値はゼロで

ございます。実質公債費比率は２１年度より０．６％のマイナス、将来負担比率も４．１％

のマイナスと良くなっております。議案第４８号から第５５号までの８議案は各会計の決

算認定となっております。議案のあとに監査委員の意見書を、また、別冊で２２年度にお

ける主要な施策の成果を添付いたしておりますので、ご参考にしてください。議案第４８

号、平成２２年度牟岐町上水道事業会計歳入歳出決算認定。上水道事業会計の決算では、

収益的収支は、事業収益１０４，１０７，９７０円、事業費用は１００，７５５，９８３

円となり、３，３５１，９８７円の黒字となっております。資本的収支につきましては、

資本的収入６１，００２，４３４円に対し、資本的支出は１０１，４９４，６７３円とな

り、差引４０，４９２，２３９円の不足を生じましたので、これについては、過年度分損

益勘定留保資金で補填いたしました。議案第４９号、平成２２年度牟岐町一般会計歳入歳

出決算認定。一般会計の歳入総額は３，３５１，９７０，９８５円、歳出総額は３，０４

１，１９０，７８０円で、差引３１０，７８０，２０５円となっています。２３年度への

繰越額１０１，５３１千円を引いた、実質収支額は、２０９，２４９，２０５円となり、

前年度と比較しますと４５，５９８，２１３円の増加となっています。２２年度は、財政

調整基金に１８０，０００千円を積立てております。議案第５０号、平成２２年度牟岐町

国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定。国保会計の歳入総額は９１０，６７７，６５８

円、歳出総額は８２３，９３４，５８０円で差引８６，７４３，０７８円となり、前年度

と比較すると７，９６６，１３７円の減少となっております。議案第５１号、平成２２年

度牟岐町出羽島簡易水道特別会計歳入歳出決算認定。出羽島簡易水道会計の歳入総額、歳

出総額は２３，９８２，１３４円と同額になっております。議案第５２号、平成２２年度

牟岐町老人保健特別会計歳入歳出決算認定。老人保健特別会計の歳入総額、歳出総額は８

１４，８１５円と同額になっております。議案第５３号、平成２２年度牟岐町青少年健全

育成センター特別会計歳入歳出決算認定。青少年健全育成センター特別会計の歳入総額は

６，８０９，５１０円、歳出総額は６，３２３，０３８円で差引４８６，４７２円となり、

２１年度と比較すると８，９６２円の増加となっております。議案第５４号、平成２２年

度牟岐町介護保険特別会計歳入歳出決算認定。介護保険特別会計の歳入総額は８０３，５

１８，７１６円、歳出総額は７６１，５１８，０８７円で差引４２，０００，６２９円と

なり、２１年度と比較すると１５，２２９，１８９円の増加となっております。議案第５

５号、平成２２年度牟岐町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定。後期高齢者医療特
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別会計の歳入総額は７３，７７８，７２５円、歳出総額は７２，８４２，３７５円で差引

９３６，３５０円の黒字となっております｡２１年度と比較すると７０，０５０円の増加と

なっております。議案第５６号、牟岐町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例。非常勤職員にも育児休暇を適用するものでございます。現在、該当する者はおりま

せん。制度上、これからの法律の改正に対応するため、今回の条例改正を行っております。

この条例は平成２３年１０月１日から施行します。議案第５７号、平成２３年度牟岐町一

般会計補正予算。歳出の主なものを挙げますと、１１ページでございますが、２款、総務

費では総務管理費で退職手当組合特別負担金、３９，１１０千円、防災費で津波から命を

守る緊急総合対策事業、４，６２０千円、徴税費の公図管理システム導入手数料、１，６

１７千円などから７月の異動による人件費を減額いたしまして、計３８，７１９千円の増

額となっております。２１ページです。３款、民生費では社会福祉費で障害者自立支援対

策臨時特例事業、１，８００千円、国費返納金２，３５３千円、地域支え合い体制事業、

８，７６３千円、保育所統合建設工事費４０，０００千円などで５９，２５９千円の増額

でございます。２７ページです。４款、衛生費では、保健衛生費でインフルエンザ予防接

種手数料など３，６８８千円、清掃費の衛生組合負担金のゴミ分は交付税分で１４，１０

０千円。し尿分は１０，１６２千円の減額などで７，６２６千円を増額いたしております。

２９ページです。５款、農林水産業費では、水産振興費の補助金２，６６６千円、地籍調

査事務委託料の減額などで、４，１５５千円の増額となっております。３３ページです。

６款、商工費では、商工会の商品券発行事業補助金４，８００千円、徳島県がんばる市町

村応援事業２，２００千円、牟岐町健康管理センター備品購入費１，３６９千円などで、

１０，３６１千円の増額となっております。３７ページです。７款、土木費では道路橋梁

費で道路維持補修工事費３，０００千円、新設改良費の町道市宇ヶ丘線改良工事２，００

０千円、住宅費で歩道切り下げ修繕５００千円の増額。人事異動による人件費の減額など

で１，２７０千円の増額になっております。４１ページ、８款、消防費では、ポンプ借り

上げ料４２０千円の増額となっております。４３ページです。９款、教育費では、教育総

務費で特別職の人件費の減額。河内小学校費で閉校記念委託料３，０００千円、学校統合

事業費で工損調査業務手数料１，１５０千円、社会教育費で新春婦人の集い、成人式記念

品、文化祭、図書購入等を計上いたしまして、４，３２４千円の増額となっております。

歳入はそれぞれの事業に係る県費、過疎債などで、一般財源は２２年度からの繰越金と臨

時財政対策債を充てております。歳入歳出、それぞれ１２６，５３４千円を追加し、予算

総額を３，１５３，４５５千円とする２３年度一般会計補正予算でございます。議案第５

８号、平成２３年度牟岐町国民健康保険特別会計補正予算。今回の補正は、歳入歳出８７
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０千円を追加し、予算総額を９５３，２９２千円とするものでございます。歳出は諸支出

金で２２年度退職者医療療養給付費等交付金などの精算による返還金、８７０千円の追加

でございます。歳入は前年度繰越金です。議案第５９号、牟岐町教育委員会委員の任命。

本年１０月１２日に任期満了となる委員、大谷美由紀氏再任の議案です。任期は４年間で

平成２７年１０月１２日までとなります。以上で提案説明を終わりますが、詳細について

は関係課長などから説明をさせますので、よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 


